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◆
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
の
季
節
、
到
来
！

　

厳
し
か
っ
た
暑
さ
も
和
ら
い
で
き
た
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
い
よ
い
よ
当
館
の
秋
恒
例
の
展
覧
会

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
春
に
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催
さ
れ

る
世
界
最
大
規
模
の
児
童
書
専
門
の
見
本
市
「
ボ
ロ 

ー
ニ
ャ
・
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
。
こ

の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
主
催
す
る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
絵
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
５
枚
１
組
の
イ

ラ
ス
ト
を
審
査
す
る
も
の
で
、
出
版
経
験
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
平
等
に
審
査
さ
れ
る
た
め
、
絵
本
の
最
新

動
向
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
ま
た
新
人
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
作
品
募
集
の
方
法
が
オ
ン
ラ
イ

ン
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
応
募
総
数
は

増
加
し
て
お
り
、
今
年
は
過
去
最
多
91
の
国
と
地
域

か
ら
４
３
４
５
組
の
応
募
が
あ
り
、
５
人
の
審
査
員

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
、
日
本
人
作
家
５
名
を
含
む

27
の
国
と
地
域
の
79
作
家
が
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

可
愛
ら
し
い
動
物
を
題
材
に
し
た
も
の
か
ら
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
時
下
の
様
子
を
描
い
た
も
の
ま
で
幅

広
い
内
容
の
絵
本
原
画
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

◆
特
別
展
示

　

今
年
は
３
つ
の
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
。

①
２
０
２
２
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞

　

ア
ン
ド
レ
ス
・
ロ
ペ
ス

　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と

ス
ペ
イ
ン
の
Ｓ
Ｍ
出
版
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
賞
で

す
。
こ
こ
で
は
昨
年
の
受
賞
者
、
ア
ン
ド
レ
ス
・

ロ
ペ
ス
（
メ
キ
シ
コ
）
の
新
作
絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

②
「
視
る
」
を
超
え
て

―
触
っ
て
「
視
る
」
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
２
０
２
３

　

今
年
の
入
選
作
の
う
ち
５
点
を
選
び
触
察
パ
ネ
ル

（
１
作
品
に
つ
き
１
場
面
）
を
制
作
し
ま
し
た
。
美

術
作
品
を
触
っ
て
「
視
る
」
と
い
う
新
た
な
鑑
賞
の

あ
り
方
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

③
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

　

の
風
景
画
と
肖
像
画

　

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
開
催
60
回
を
記
念
し
て
、
過
去

の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
者
20
名
が
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
わ
れ
る
４
色
を
使
っ
て
描
い
た

イ
ラ
ス
ト
を
展
示
し
ま
す
。

◆
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

入
選
作
品
の
絵
本
の
ほ
か
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ラ

ガ
ッ
ツ
ィ
賞
受
賞
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
映
像
コ
ー
ナ
ー

　

現
地
で
の
最
終
審
査
の
様
子
や
、
審
査
員
と
入
選

作
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
放
映
し
ま
す
。

2023. 秋 2

展覧会
情　報

２
０
２
３ 

イ
タ
リ
ア･

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

　

11
月
10
日（
金
）〜
12
月
17
日（
日
） 　
【
会
期
中
無
休
】

「港のクリスマス」
ベアトリーチェ・チェロッキ（イタリア）

「イッゴとキュウリくん」
エンマ・アーケルマン（スウェーデン）

「ルンバねこ」
アンナ・アパリシオ・カタラ（スペイン）

「戦争日記」
ユリア・ツヴェリチナ（ウクライナ）



①開会式
日時…11/10（金）　10：00～10：30

②絵本アニメ上映会【入場無料】
世界の名作絵本アニメを上映します。
日時…毎週土曜日（12/16を除く）11：00～11：40
会場…アートホール

③かんたん絵本を作ろうよ！【参加無料・要予約】
不要なポスターなどの裏面を利用して冊子を作り、
ストーリーを考え、自由に飾り付けてオリジナル絵
本を作ります。
日時…11/11（土）、11/19（日）、11/25（土）
　　　12/3（日）、12/9（土）、12/17日（日）
各回　14：00～16：00
定員…各回６名（保護者は子ども１名につき１人まで）
協力…絵本の会　もこもこ
場所…第３展示室の一角

④切り絵でクリスマスオーナメントを作ろう！
　【参加無料・要予約】
日時…11/23（木・祝）10：00～12：00、14：00～16：00
定員…各回８名（保護者は子ども１名につき１人まで）
※小学生以上対象、小学３年生までは保護者同伴。
※10：00からの回は小中学生を優先。
講師…さぶさちえ氏（2023ボローニャ展入選作家）
場所…第３展示室の一角

⑤「のまりん」の紙芝居劇場【入場無料】
紙芝居の前に座ると、大人も子どももワクワクドキ
ドキ。「のまりん」の豊かな表現をお楽しみくだ
さい！
日時…11/18（土）11：00～11：40、13：30～14：10
出演…のまりん（野間成之氏）
会場…アートホール

⑥おはなし劇場【入場無料】
人形劇やパネルシアターの上演で、皆さんを物語の
世界へご招待！
日時…11/26（日）10：30～11：30、13：30～14：30
協力…NPO法人　ぽっかぽか
会場…アートホール

　
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
公
式
図
録
の
ほ
か
、
定
番
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や

メ
モ
帳
、
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
各
種
取
り
揃
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
入
選
作
家
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も

販
売
予
定
で
す
！

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
情
報

ボローニャ展関連イベントボロ ニャ展関連イベント

切り絵でクリスマスオーナメント
を作ろう！

かんたん絵本を作ろうよ！

※③と④へのご参加には申し込みが必要です。
申込方法…10/26（木）９：00より電話受付開始
・受付はすべて先着順、開催日前日までとなります。
・１回のお申し込みで２名まで受付。
・保護者同伴の場合、保護者は要観覧券。

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
学
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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「
石
川
県
ゆ
か
り
の
大
名
」
と
い
え
ば
、
貴
方
は
誰

を
連
想
し
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
方
が
〝
加
賀

百
万
石
〞
前
田
氏
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
室
町
時
代
、
１
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
能
登

を
統
治
し
、
領
内
を
大
い
に
栄
え
さ
せ
た
大
名
が
存
在

し
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
能
登
畠
山
氏
で
す
。

　

同
氏
は
室
町
幕
府
内
で
要
職
を
担
っ
た
名
門
・
畠
山

氏
の
分
家
筋
に
あ
た
り
ま
す
。
初
代
当
主
の
満
慶
（
？

〜
１
４
３
２
）
以
降
、
十
一
代
約
１
７
０
年
間
に
わ

た
っ
て
能
登
一
国
を
治
め
ま
し
た
。

　

歴
代
当
主
は
卓
越
し
た
政
治

手
腕
に
よ
っ
て
領
内
を
掌
握
す

る
一
方
、
文
芸
に
も
優
れ
た
才

覚
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
と
に
第

七
代
当
主
義
総
（
１
４
９
１
〜

１
５
４
５
）
の
頃
は
最
盛
期
で
、
京
都
と
の
交
流
を
深

め
て
文
芸
活
動
を
盛
ん
に
し
「
能
登
畠
山
文
化
」
が
開

花
。
そ
の
た
め
七
尾
の
城
下
町
は
、
北
陸
有
数
の
文
化

都
市
と
し
て
大
い
に
繁
栄
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
「
文
化
の
香
り
華
や
か
な
り
し
環
境
」
で

若
年
期
を
す
ご
し
た
の
が
、の
ち
に
桃
山
画
壇
で
大
活

躍
す
る
絵
師
・
長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
〜
１
６
１
０
）

で
す
。
従
っ
て
彼
の
絵
師
と
し
て
の
大
成
に
、
能
登
畠

山
氏
の
文
化
が
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
は
「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」
が

開
催
さ
れ
る
文
化
の
年
。
そ
こ
で
当
館
で
は
等
伯
と
も

ど
も
七
尾
の
歴
史
や
文
化
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、

能
登
畠
山
氏
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、主
に
石
川
県
内
に
現
存
す
る
、同
氏
ゆ

か
り
の
作
品
や
資
料
を
中
心
に
幅
広
く
展
示
。か
つ
て

能
登
国
に
一
大
勢
力
を
築
き
、七
尾
の
地
に「
小
京
都
」

と
い
う
べ
き
繁
栄
を
現
出
し
た
、能
登
畠
山
氏
の
足
跡

を
た
ど
り
ま
す
。

　

な
お
こ
の
度
、同
氏
の
華
や
か
な
文
芸
を
象
徴
す
る

存
在
と
し
て
知
ら
れ
る「
賦
何
船
連
歌
」（
七
尾
市
蔵
）、

「
賦
何
路
連
歌
」（
東
京
都
・
明
治
大
学
図
書
館
蔵
）、

「
賦
何
人
連
歌
」（
個
人
蔵
）の
、「
能
登
畠
山
氏
三
連

歌
」が
初
め
て
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
谷
川
等
伯
の
若
年
期
、「
能
登
時
代
」制
作

の
仏
画
な
ど
も
あ
わ
せ
て
紹
介
。「
能
登
畠
山
文
化
」と

等
伯
と
の
か
か
わ
り
に
も
迫
り
ま
す
。

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
学
生

３
５
０
円

３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

※
高
校
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※
10
／
15（
日
）「
い
し
か
わ
文
化
の
日
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
県
内
在
住
者
の
方
無
料
。

記
念
講
演
会
《
聴
講
無
料
》

日
時
：
10
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
よ
り
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

会
場
：
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

講
師
：
東
四
柳 

史
明 

氏
（
金
沢
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

演
題
：「
能
登
畠
山
氏
と
そ
の
文
化
」
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第
38
回
国
民
文
化
祭　

第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３

七
尾
市
地
域
文
化
発
信
事
業　

令
和
５
年
度
秋
季
企
画
展

能
登
畠
山
氏
と
ゆ
か
り
の
文
化

　

９
月
23
日（
土
・
祝
）〜
10
月
29
日（
日
）  【
開
催
中
】

能登町指定文化財
「畠山義親画像」能登町・萬福寺蔵

七尾市指定文化財
「山王二十一社神楽鈴」

蓬莱國近
七尾市・大地主神社蔵

石川県指定文化財
「黒韋肩紅白糸威腹巻　古制背板付

　長家伝来」
石川県立歴史博物館蔵

「賦何路連歌」（部分）　東京都・明治大学図書館蔵
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お知らせ

貸
館
催
し
物
案
内

映
心
会
書
作
展
26

10
月
５
日
（
木
）
〜
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
16
時
ま
で

主　

催　

映
心
会

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

10
月
12
日
（
木
）
〜
15
日
（
日
）

　

初
日
13
時
か
ら　

最
終
日
は
17
時
ま
で

主　

催　
（
公
益
財
団
）岡
田
茂
吉
美
術
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）

　
　
　
　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

連
絡
先　

同
右　

０
７
６
７（
５
３
）３
９
１
４

第
２
回
グ
ル
ー
プ
隗
展

10
月
14
日
（
土
）
〜
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
15
時
ま
で

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

０
９
０-

２
０
９
２-

５
１
８
１（
飯
田
）

陶
芸
45
年
の
軌
跡

陶
芸
工
房
田
鶴
海
＆
小
谷
内
和
央

10
月
21
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
15
時
ま
で

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

０
９
０-

４
６
８
６-

０
４
８
０（
小
谷
内
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

袖
ケ
江
地
域
再
生
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
発
表
会

記
念
講
演
「
空
き
家
活
用
を
通
し
た
ま
ち
な
か
再

生
の
取
り
組
み
」

10
月
７
日
（
土
）
開
演
13
時
30
分

主　

催　

袖
ヶ
江
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

連
絡
先　

同
右　

０
７
６
７（
５
２
）１
３
６
９

秋
季
能
楽
発
表
会

10
月
８
日
（
日
）　

開
演
12
時
30
分

主　

催　

宝
生
流
七
尾
謡
宝
会

連
絡
先　

０
８
０-

１
９
５
８-

１
１
３
８（
赤
尾
）

マ
サ
イ
の
今
〜
伝
統
と
変
化
の
は
ざ
ま
で
〜

10
月
17
日
（
火
）　

開
演
10
時

主　

催　

公
益
社
団
法
人
七
尾
法
人
会
女
性
部
会

連
絡
先　

同
右
０
７
６
７（
５
３
）６
６
２
９

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
３
日
（
金
・
祝
）　

開
演
13
時
30
分

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先　

０
７
６
７（
５
８
）１
２
５
３（
井
藤
）

県
民
公
開
講
座「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」映
画
上
映
会

12
月
10
日
（
日
）　

開
演
10
時

主　

催　

な
な
お
紫
蘭
の
会

連
絡
先　

七
尾
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
７
６
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自然とともに　～水や植物のある風景～
彫刻って面白い！　～これなんだ？からそっくりまで～
12月22日（金）～令和６年２月12日（月・祝）

　「自然とともに」では、当館所蔵品の中核・池田コレクションなどより、水や植
物といった自然美を感じる絵画や工芸を展示。「彫刻って面白い！」では、一見する
と不思議な形をした抽象作品から、人間や動物たちをリアルに写した具象作品まで、
さまざまな彫刻作品をご紹介します。

やきもの鑑賞のススメ
まなざしの先
令和６年２月23日（金・祝）～４月21日（日）

　「やきもの鑑賞のススメ」では、池田コレクションを含む当館所蔵のやきものを
展示し、その鑑賞ポイントもあわせてご紹介します。「まなざしの先」では、何かを
見つめる人物が描かれた作品や、作家自身が長年見つめテーマとしてきた作品を展
示、それぞれの視線の先にどのようなものが映っているのかを感じ取っていただけ
たら幸いです。

「帽子の森」キム・スンヨン（韓国）
　主人公は平凡な毎日を過ごしている女性。ある日、彼女の家
の近所に帽子屋がオープンしました。そこで見つけた不格好な
帽子に、なぜか心惹かれた彼女はその帽子を購入し、被ってみ
ます。すると忘れていた幼い頃の悲しい記憶がよみがえってき
て…。彼女は、子どもの頃に夢見た「運命の帽子」に出会うこ
とが出来るのでしょうか？

「プシケを運ぶ弓」吉田　隆

「少女」百々俊雅

令和５年度友の会美術講座「切り絵にチャレンジ～中級から～」

　今年のボローニャ展に見事入選を果たした、さぶさちえさん（金沢市出身）
をお迎えして、切り絵のコツを伺いながら、中級レベルの少し難しい切り
絵にもチャレンジしていただきます。

日　　時　11月 24日（金）10：00～ 12：00
場　　所　当館アートホール楽屋
講　　師　さぶ　さちえ氏（2023 ボローニャ展入選作家）
参 加 費　500 円（材料費含む）
募集定員　10名（定員に達し次第締め切り）
募　　集　10月 13日（金）より電話受付　TEL：0767-53-1500

「いつもとちがった日」さぶさちえ


